
熱海市立熱海中学校の部活動に係る活動方針
２０１９年度版

１ 部活動の活動方針の策定について

「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン(スポーツ庁)」及び「静岡県部

活動ガイドライン(静岡県教育委員会)」、「熱海市運動部活動ガイドライン(熱海市教育

委員会)」を参考に、学校教育がめざす資質・能力の育成のための活動方針を作成する。

２ 部活動の目的

学校教育の一環として、生徒の自主的、自発的な参加により行われ、異年齢の交流の

中で、生徒同士や生徒と教師等との好ましい人間関係の構築を図ったり、学習意欲の向

上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養に資するなど、生徒の多様な学びの場としての

教育的意義が大きい。

また、心身の成長過程にある中学生にとって、体力の向上や芸術活動、技能習得活動

とともに、他者を尊重し他者と協同する精神、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培い、

実践的な思考力や判断力を育むなど、人格の形成に大きな影響を及ぼすものであり、生

涯にわたる健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育む基礎となるものである。

３ めざす部活動における生徒像

・高い意欲をもち、自主的、自発的な参加により行う

・礼儀やマナーを身につけている(気持ちのよいあいさつ、返事、受け応えができる)

・競技等のルールだけでなく、学校の規則やきまりも守る

・試合やコンクール等に出られなくても、一生懸命に練習に励む

・協調性、責任感、連帯感などを高め、学校生活を向上させていく

・よりよい人間関係の構築を図ることができる

・自己の力を確認し、努力による達成感、充実感を味わえる

・意欲を学習にもつなげ、学力を伸ばしていくことができる

４ 教師としての心構え

・めざす生徒像に近づけるために、学校の教育活動全体で生徒を育む

・今以上の技能の水準や記録に挑戦することで、試合やコンクールで勝利をめざす

・生徒とのコミュニケーションを十分に図り、生徒がバーンアウトしないようにする

・合理的でかつ効率的・効果的な取り組みになるように指導方法を工夫する

・過重な練習を強いたり、体罰による指導は行わない

・年間の大まかな活動計画を４月に、毎月の活動計画を部報等で生徒に配布する

・生徒のけがや事故を未然に防止し、安全な活動となるように環境整備に努める

５ 活動時間と休養日について

これまでの本校の部活動の実態をみると、「熱海市運動部活動ガイドライン」に出さ

れている、「平日２時間以内、休日３時間以内で週休日のどちらか一日を休養日とする」

に大きく逸脱していない。また、試合やコンクールに向けても過重な練習にならないよ

うに取り組んできた。

以上のことから、「熱海市運動部活動ガイドライン」の「適切な部活動の実施」を基

本として、それぞれの部活動における生徒の実態や種目の特色等に合わせた形で、これ

までと同様な取り組みを行っていく。



６ ２０１９年度の部活動

運動部：野球部、バレーボール部男子・女子、バスケットボール部男子・女子

ソフトテニス部男子・女子、卓球部男子・女子、剣道部男子・女子

文化部：吹奏楽部、美術部、パソコン部

７ 学校としての部活動停止日、停止期間

・毎週月曜日は、部活動の停止日とする

・長期休業中の土日祝日は部活動の停止日とする

・その他、活動を停止する日

４月 ５月 ６月 ７月

４(木) 始業式､入学式 ９(木) 午前授業 23(日) 23(火) 終業式

～ 期末テスト

14(火) 26(水)

～ 宿泊行事

16(木)

28(火)
中間テスト

29(水)

８月 ９月 １０月 １１月

13(火) 17(火) ８(火) ６(水) 午前授業

～ 部活動停止期間 ～ 熱中発表会 中間テスト

16(金) 23(月) ９(水) 14(木) 午前授業

27(火) 始業式 30(水) 強歩会 16(土)

～ 期末テスト

28(水) 引き渡し訓練 31(木) 強歩会振替休日 21(木)

１２月 １月 ２月 ３月

28(土) ～ 15(土) 18(水) 卒業式準備

～ 学校閉庁日 ３(金) 学校閉庁日 ～ 学年末テスト

20(木) 19(木) 卒業式修了式

30(月) 離任式


